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ポイント数

H15年度 H16年度 H17年度 H18年度

（箇所）

～活き活きと～ 【渋滞を減らす】

－１８－ －１９－

※H18時点の状況

■鳥取県内には、鳥取市と米子市を中心に、慢性的に渋滞している「主要渋滞ポ

イント」が２２箇所存在しています。

■そのうち３箇所が平成１７年度までに緩和しています。

Ｈ１８年度完了事業箇所の一覧表

■平成１８年度には、主要渋滞ポイントの西原交差点・二本木交差点（米子道路
無料化）、上味野交差点（交差点改良）において、交通渋滞が緩和しました。
国道９号白兎海岸駐車場周辺においては、横断歩道橋の完成が平成19年度に変
更となりました。

■また、米子ジャンクションＣランプの設置により、季節渋滞の緩和対策を実施
しました。

：効果が大きな事例 ：効果がみられた事例 ：十分な効果がみられない事例

主要渋滞ポイントの位置

主体 事業箇所 事業内容 効果の内容 評価

渋滞の緩和

国土
交通省

二本木交差点 米子道路無料化 渋滞の緩和
Ｐ２０
参照

鳥取県 上味野交差点 右折レーン設置 渋滞の緩和
Ｐ２２
参照

米子道路無料化
国土
交通省

西原交差点
Ｐ２０
参照

備考

鳥取県の現状１

主要渋滞ポイント数

渋滞を減らす 昨年度の成果（達成度報告）２

主要渋滞ポイント数の推移

H18目標値
15箇所

（目標未達成）

（目標値）

溝川交差点の

渋滞緩和
海士交差点の

渋滞緩和
千代大橋西詰
交差点の

渋滞緩和

西原交差点,
二本木交差点
の渋滞緩和

H19目標値：14箇所
（残り2箇所）



評 価

－２０－

山陰道（米子道路）米子東ＩＣ～淀江ＩＣが無料化
～並行する国道９号の交通渋滞緩和に効果～

淀江
IC入口

西原

米子IC入口

二本木

熊党

皆生

公会堂前

陰田

淀江IC

米子東IC米子自動
車道入口IC

米子南IC

米子西IC東

米子西IC

日野川東IC米子南IC

西福原１丁目

※無料開放前：国道９号がH11.10.7（H11道路交通センサス値）、米子道路がH15.10（月平均）調査結果
無料開放後：平成19年3月13日（火曜）7:00～翌日7:00の交通量

至 松江

約７割減少

至 皆生

至

松
江

無料化前
L=550m 至

鳥
取

至 赤松

無料化後
L=150m

■渋滞長の変化（西原交差点）至 松江

約７割減少

至 皆生

至

松
江

無料化前
L=550m 至

鳥
取

至 赤松

無料化後
L=150m

■渋滞長の変化（西原交差点）

－２１－

・米子道路へ約10,000台／日が転換し、主要渋滞ポイント西原交差点、二本木交差
点の渋滞が緩和しました。

・その他の周辺道路でも交通量は減少しています。

・平成18年４月１日に、山陰道（米子道路）米子東ＩＣ～淀江ＩＣ間の無料開放を実施
しました。

事業内容

効果（H19.3）

対策案の検討AActionction
「米子市周辺渋滞対策協議会」にお
いて、調査・対策の検討を行ってい
きます。

○新日野橋西詰交差点
→右折レーンの設置

○陰田交差点
→安来道路におけるETC割引の効

果検証
○米子西IC

→米子西IC交差点西側にOFFﾗﾝﾌﾟ
を新設

○米子南IC
→OFFランプにおける右折レーン

の設置
○日野川東IC

→ONﾗﾝﾌﾟ合流部の改善

約７割減少

（調査日）
無料開放前：H15.7.15
無料開放後：H18.4.19

-0.0～-5.0% 0.0～5.0%

-5.0～-10.0% 5.0～10.0%

-10.0%～-50.0% 10.0%～50.0%

凡例 『事前事後の変化』

『交通量減少率』 『交通量増加率』

-50.0%以上 50.0%以上

至 境港

約５割減少

至 皆生

至

松
江

無料化前
L=240m

至

鳥
取

至 米子IC

431

無料化後
L=130m

■渋滞長の変化(二本木交差点)

至 境港

約５割減少

至 皆生

至

松
江

無料化前
L=240m

至

鳥
取

至 米子IC

431

無料化後
L=130m至 境港

約５割減少約５割減少

至 皆生

至

松
江

無料化前
L=240m

至

鳥
取

至 米子IC

431

無料化後
L=130m

■渋滞長の変化(二本木交差点)
（調査日）
無料開放前：H15.6.25
無料開放後：H18.4.19

約５割減少

PPlanlan・・ DDoo 米子道路無料化の実施（平成１８年４月１日から）

右折レーン設置対策の効果検証CCheckheck

山陰道（米子道路）は、
利用料金がネックとな
り利用度が低く、平行
する国道９号では渋滞
が発生していました。

そのため無料開放を実
施しました。

※平成１８年４月１日、国土交通省
が、山陰道（米子道路）の管理を、
独立行政法人日本高速道路保
有・債務返済機構と西日本高速道
路から引き継ぎました。

431

二本木交差点

米子東ＩＣ

淀江ＩＣ

西原（米子市役所淀
江支所前）交差点

無料開放区間

米子IC

米子JCT

具体事業
の成果

評 価

～活き活きと～ 【渋滞を減らす】

対策案
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国道９号から
米子道路へ
交通が転換！

【無料化による交通量変化】

山陰道（淀江IC～米子東IC)現道 国道９号

西原交差点 二本木交差点

H18年度



0

5

10

15

20

25

H15 H16 H17 H18 H19末

箇所

－２３－

主体
路線名及び
事業名

期待される効果 備考

国土
交通省

名和・淀江道路の整備
※延伸部を除く

（今津交差点）

今津交差点の
渋滞緩和

国土
交通省

下坂本交差点
（すり抜けレーン）

鳥取県 （右折レーンの設置）

下坂本交差点の
渋滞緩和

Ｐ２６
参照

Ｐ２５
参照

■平成１９年度には、名和・淀江道路の整備（今津交差点の渋滞緩和）、下坂本

交差点の右折レーンの設置等により、渋滞の緩和が見込まれます。

■よって、アウトカム指標の目標値は、主要渋滞ポイントが２箇所緩和されるこ
とになり１６箇所から２箇所を減じた１４箇所と設定します。

主要渋滞ポイント数の目標

１箇所緩和
（２１箇所）

２箇所緩和
（２０箇所）

３箇所緩和
（１９箇所）

［Ｈ１９目標］

２箇所緩和
（１４箇所）

［Ｈ１８］

３箇所緩和
（１６箇所）

本年度のとりくみ（業績計画）３

本年度の事業で主要渋滞ポイントが
２箇所緩和する見込み（全体から計
８箇所の緩和）

Ｈ１９年度完了事業箇所の一覧表

※（箇所）は累計値

（県）猪ノ子国安線 上味野交差点改良
～右折レーン設置により渋滞緩和～

・上味野交差点では右折車を原因とする交通渋滞
が頻発しているため、右折レーンを設置しました。

・右折レーンの設置により、右折車による直進車の走行が
阻まれることはなく、渋滞が緩和しました。

 

右折車が直進車を
阻害し渋滞が発生

上味野交差点

整備効果

事業内容

PPlanlan 渋滞の原因

上味野交差点では、右折車両が原因の深刻な交通渋滞
が発生していました。

【Ｈ１８の取り組み】

渋滞対策を実施DDoo

CCheckheck
右折レーンの設置より、直進

車の円滑な走行が図られ、渋

滞が緩和しました。

至鳥取

至河原

至
国
道
53
号

至
猪
ノ
子

（主
）
鳥
取
河
原
線

（県）猪ノ子国安線

具体事業
の成果

評 価

～活き活きと～ 【渋滞を減らす】

－２２－

AActionction
今後も引き続き、交通渋滞
の発生動向を検証していき
ます。

効果検証

対策の継続

H18年度

右折レーン
の設置



今津交差点
渋滞損失時間（万人時間/年）

2.0

0.7
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3

名和・淀江道路
整備前

名和・淀江道路
整備後

名和・淀江道路の整備（今津交差点）具体事業の
期待される

成果

－２４－ －２５－

～活き活きと～ 【渋滞を減らす】

・一般国道９号今津交差点付近では、米子方面への交
通の集中により慢性的な渋滞が発生しています。

・そのため、名和・淀江道路を整備します。

・今津交差点（国道９号）の渋滞緩和

事業内容

期待される効果

PPlanlan 渋滞対策の必要性

渋滞対策の実施DDoo

・今津交差点では、米子方面への移動にお
いて、最大渋滞長L=450m、最大渋滞通
過時間４分の渋滞が発生しています。

【名和・淀江道路の整備】
国道９号今津交差点の渋滞の改善を
図るため、平成19年に、名和・淀江
道路（淀江IC～名和IC区間）の供用
を目指します。

■Ｈ１９の取り組み

対策の実施後は、渋滞の発生状況等を踏まえて効果を把握し、改善が見
られないようであれば、更なる対策を検討する予定です。・・ AActionction

CCheckheck

今津交差点

名和・淀江道路 中山・名和道路

「伯耆の地域づくり マネジメントヒアリング資料」H18.5 倉吉河川国道

65%
削減

H19年度

※山陰道（名和・淀江道路）
名和ＩＣ（仮称）～淀江ＩＣ
がＨ20春に供用予定
（延伸部を除く）

下坂本交差点
（すり抜けレーンの設置）

（右折レーンの設置）

平成１９年度末までに完了予定の事業



－２６－ －２７－

～活き活きと～ 【渋滞を減らす】

国道９号 下坂本交差点具体事業の
期待される

成果

・朝ピーク時等に、鳥取市方面への渋滞が発生して
います。

・そのため、下坂本交差点の渋滞対策を引き続き実
施します。

・下坂本交差点（国道９号）の渋滞緩和

下坂本交差点
事業内容

期待される効果

PPlanlan 渋滞対策の必要性

渋滞対策の実施DDoo

・下坂本交差点では、朝ピーク時に鳥取市方面への渋滞が
発生しています。

・そのため、Ｈ１９年度までに、信号現示の見直しや、国
道９号のすり抜けレーンの設置、県道への右折レーンの
設置等により、総合的な渋滞対策を実施します。

【下坂本交差点】
国道９号にすり抜けレーン設
置するとともに、県道に右折
レーンを設置、信号現示の見
直しにより国道９号の処理能
力を強化します。

■Ｈ１９の取り組み

右折レーン
の設置

信号現示
の見直し

対策の実施後は、渋滞の発生状況等を踏まえて効果を把握し、改善が見
られないようであれば、更なる対策を検討する予定です。・・ AActionction

CCheckheck

すり抜けレーン
の設置

H19年度


